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第
50
回
在
京
白
堊
会
総
会
・
懇

親
会
を
、５
月
19
日
（
土
）、日
暮
里

の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
し

ま
す
。
幹
事
は
昭
和
61
年
卒
が
務

め
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
会
場
が
参

加
者
の
増
加
に
伴
い
手
狭
と
な
っ
た

た
め
、
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。
新

会
場
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
昭
和

62
年
卒
の
高
林
浩
司
さ
ん
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

し
ま
す
。

　

昨
年
の
第
49
回
で
は
、
幹
事
を

担
当
さ
れ
た
昭
和
60
年
卒
の
先
輩

方
が
様
々
な
新
機
軸
を
打
ち
出
し
、

多
く
の
若
い
同
窓
生
を
呼
び
込
み

画
期
的
な
会
に
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
60
年
卒
の
先
輩
方
が
開
拓

さ
れ
た
、
こ
れ
か
ら
の
在
京
白
堊

在
京
白
堊
会
Ｉ
大
人
の
文
化
祭 

Ｉ

  

５
月
19
日
㈯
ホ
テ
ル 
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催

在京白堊会
2018総会

お 願 い

昨年の懇親会風景

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
平
成
30
年
度
年

会
費
２
０
０
０
円
の
お
振
込
を
お
願
い

し
ま
す
。
お
振
込
は
な
る
べ
く
、
窓
口

で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
下
さ
い
。

再会と新しい出会いが魅力

会
を
担
う
若
い
世
代
の
流
れ
や
う

ね
り
と
、
こ
れ
ま
で
在
京
白
堊
会

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
厚

み
や
重
み
と
を
架
橋
し
、
様
々
な

化
学
反
応
を
起
こ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

プ
レ
・

イ
ベ
ン
ト

と
し
て
昨

秋
よ
り
連

続
開
催

中
の
「
先

輩
を
囲
む

会
」
も
そ

の
一
環
で

日   時：5 月19 日（土）
　　　   講演会・総会 15時～／懇親会 17 時～
　　　    受付開始 14 時 30分より
場   所： ホテル ラングウッド ※昨年の会場ではありません。

            （〒116-0014 東京都荒川区東日暮里 5-50-5）
参加費：一般 8,000円／学生・院生 1,000円
                     （在京白堊会平成30年度年会費 2,000円は別途）
●在京白堊会総会・懇親会への申し込みは
　Webやスマホからもできます。
　 https://goo.gl/forms/SIm7OWHF
　　　　  TiH6h74i2
●講演会は、別紙案内をご参照ください。

第50回在京白堊会総会・懇親会開催概要

• JR 山手線・京浜東北線・常磐線、京成線 日暮里駅南口改札 徒歩 1 分
• 日暮里駅南改札口には、エスカレーターやエレベーターの設置があ

りませんので、大きな荷物がある場合には東口をご利用ください。
• 日暮里・舎人ライナー 日暮里駅 徒歩3分。

最寄駅

ホテル ラングウッド 交通アクセス

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
在
京
白
堊

祭
Ｉ
大
人
の
文
化
祭
Ｉ
」
で
す
。
文

化
祭
と
い
え
ば
学
び
と
遊
び
。
５
月

19
日
を
学
び
と
遊
び
の
融
合
し
た

一
日
と
し
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、〝
目
に
見
え
ぬ
何
か
〟

を
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
懇
親
会

で
は
歌
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
の
他
、

展
示
や
デ
モ
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
が

新
た
に
出
会
い
、
積
極
的
に
交
流
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
掛
け
も

考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
幹
事

一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｓ
61
卒
幹
事
団
）

総会風景

「
在
京
白
堊
会
50
年
史
」エッ
セ
イ
募
集

　

本
年
創
立
50
年
を
迎
え
る
在
京

白
堊
会
は
、
今
秋
「
在
京
白
堊
会

50
年
史
」
を
刊
行
し
ま
す
。
こ
の

「
50
年
史
」
へ
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集

し
ま
す
。
振
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〈
エ
ッ
セ
イ
募
集
要
項
〉

○
内
容
：
在
京
白
堊
会
や
母
校
盛

岡
一
高
在
学
中
の
思
い
出
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
。
エ
ッ
セ
イ
の
「
題
」

を
入
れ
、
顔
写
真
を
添
付
の
こ
と
。

○
字
数
：
写
真
無
し
の
場
合
は

１
２
０
０
字
以
内
。
写
真
付
き（
顔

写
真
以
外
の
写
真
は
２
点
以
内
）

の
場
合
は
８
０
０
字
以
内
。

※
字
数
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
編
集
委

員
会
に
お
い
て
字
数
調
整
を
し
ま

す
。
ま
た
原
稿
の
誤
字
脱
字
、
事

実
誤
認
等
は
修
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
着
信
確
認
：
編
集
委
員
会
事
務

局
よ
り
返
信
し
ま
す
。

○
締
め
切
り
：
平
成
30
年
５
月
31

日
㈭
厳
守
。
原
稿
は
郵
送
（
消
印

有
効
）、
ま
た
は
メ
ー
ル
添
付
。

○
送
り
先
：「
在
京
白
堊
会
50
年
史

編
集
委
員
会
事
務
局
」
岩
澤
新
治

（
Ｓ
45
卒
）
〒252

Ｉ0805

藤
沢
市

円
行
１
８
６
８
Ｉ
1
Ｉ
Ｄ
２
０
３

（E-m
ail

）

hakuajou45@
gm

ail.com
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（
※
７
面
に
続
く
）

「
先
輩
を
囲
む
会
」（第
１
〜
５
回 

抄
録
）

　

２
０
１
７
年
９
月
よ
り
、「
第
50
回
在
京
白
堊
会
総
会
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
担
当
幹
事
学
年
の
Ｓ
61
卒
が
運
営
し
て
い
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
の
交
流
会
。
毎
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
先
輩
を
お
迎

え
し
、
そ
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
お
聞
き
す
る
と
い
う
も
の
。
仕
事
の
話

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
業
界
裏
話
、
学
生
時
代
の
武
勇
伝
な
ど
内
容
も

多
彩
。
２
０
１
８
年
２
月
現
在
で
６
回
を
数
え
る
。

HOT TOPICS●
先
輩
を
囲
む
会
を
実
施
し
て

「
新
春
特
別
対
談『
先
輩
を
囲
む
会
』

を
語
ろ
う
」
よ
り

■
去
年
の
総
会
で
は
、Ｓ
60
年
卒
の

先
輩
方
が
、
空
前
の
規
模
で
平
成
卒

の
若
い
同
窓
生
を
呼
び
込
ん
で
く
だ

さ
り
、
ま
さ
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン

グ
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
わ
れ
わ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、
ま
ず
、
そ
の
潮
流
を
途
切
れ

さ
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
奇
し
く
も
50
回
の
節
目
に
あ

た
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
在

京
白
堊
会
、
白
堊
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
に
敬
意

を
表
し
、
そ
の
思
い
を
受
け
止
め
る

べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。
両
者
を
架

橋
し
、
在
京
を
含
め
た
白
堊
の
〝
温

故
知
新
〟
を
体
現
す
る
の
が
わ
れ
わ

れ
Ｓ
61
卒
の
立
ち
位
置
だ
と
い
う
理

解
で
す
。
今
や
っ
て
い
る
「
先
輩
を

囲
む
会
」
も
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た

も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

■
在
京
白
堊
総
会
で
は
、
こ
れ
は

「
人
材
の
宝
庫
」
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
た
だ
、
数
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
な
か
な
か
突
っ

講座風景（2016.12.15）

　

及
川
さ
ん
か
ら
は
、
戦
中
・
終
戦

直
後
の
激
動
の
時
代
を
過
ご
し
た

盛
岡
中
学
（
盛
岡
高
）
時
代
、
白
堊

同
期
が
10
人
入
学
し
て
「
最
大
派

閥
」
と
な
っ
た
東
北
大
学
法
学
部
時

代
の
思
い
出
を
中
心
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
Ｑ
＆

Ａ
で
は
、
官
僚
世
界
の
「
学
閥
」
に

つ
い
て
な
ど
、「
直
球
質
問
」
に
も
、

ど
真
ん
中
の
豪
速
球
で
返
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

及
川
さ
ん
が
結
び
の
言
葉
と
し

た
の
は
、
日
本
の
民
藝
運
動
の
先
駆

者
、
柳
宗
悦
（1889-1961

）
の
言
葉

で
し
た
。

「
見
テ
知
リ
ソ　

知
リ
テ
ナ　

見
ソ
」

（
も
の
ご
と
は
、
見
て
か
ら
知
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
知
っ
て
か
ら
見
て
は

い
け
な
い
）
と
い
っ
た
意
味
の
よ
う

で
す
。
柳
氏
は
、
及
川
家
が
盛
岡
で

営
ん
で
い
た
盛
久
旅
館
（
民
藝
旅
館

だ
っ
た
）
に
昭
和
28
年
ご
ろ
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

及
川
さ
ん
は
、
名
も
な
い
民
衆
が

つ
く
り
だ
し
た「
日
本
の
本
物
の
美
」

を
見
抜
い
て
そ
の
保
存
を
訴
え
た

柳
氏
の
精
神
の
賛
同
者
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
と
て
も
深
い

言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
久
保
健
一
） 

　

鈴
木
さ
ん
の
お
話
は
、
司
会
藤

澤
貢
君
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
折
々

の
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

形
で
進
み
ま
し
た
。
野
球
少
年
だ
っ

た
中
学
時
代
か
ら
一
高
入
学
に
か

け
て
の
話
を
皮
切
り
に
、〝
倉
庫
番
〟

で
始
ま
っ
た
新
入
社
員
時
代
や
世

評
高
い
雑
誌
「N

um
ber

」に
ま
つ

わ
る
話
、
文
芸
春
秋
の
社
風
や
文
化

を
巡
っ
て
、
さ
ら
に
は
編
集
者
と
し

て
、〝
曲
者
〟
五
味
康
祐
氏
ら
作
家

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
ど
、
広
範

に
及
び
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
の
お
話
か
ら
は
、
常
に

変
わ
ら
ぬ
真
摯
な
お
人
柄
と
、
そ
の

時
々
の
対
象
に
情
熱
を
持
っ
て
向

き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
〝
姿
勢
の
正
し

さ
〟
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
記

憶
を
紐
解
き
、
状
況
や
心
境
、
五
感

の
と
ら
え
た
も
の
に
至
る
ま
で
を

正
確
に
語
ろ
う
と
す
る
、〝
描
写
へ

の
意
欲
〟と
で
も
言
う
べ
き
も
の
は
、

さ
す
が
に
「
名
編
集
者
」
と
謳
わ
れ

た
鈴
木
さ
ん
な
ら
で
は
と
、
あ
ら
た

め
て
う
な
ら
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　

�

（
及
川
謙
）

 　

ゲ
ス
ト
は
、
南
半
球
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
で
教
育
事
業
を
興

し
た
ト
ニ
ー
（
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
）
こ
と
、

及
川
孝
信
さ
ん
。「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
社
会
か
ら
見
る
ニ
ッ
ポ
ン
〜

働
き
方
、
教
育
、
家
族
、
公
共
」
を

テ
ー
マ
に
、
及
川
さ
ん
が
現
地
で
目

の
当
た
り
に
し
た
Ｎ
Ｚ
の
教
育
改

革
、
Ｎ
Ｚ
流
働
き
方
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。
及
川
さ
ん
を
含
め
15

人
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
、
参
加
者

と
の
間
で
、
白
熱
し
た
質
問
・
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
及
川
さ
ん
の

プ
レ
ゼ
ン
は
圧
巻
で
し
た
。
特
に
、

幅
６
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
込

み
な
が
ら
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
と

豊
か
な
顔
の
表
情
を
駆
使
し
た
説

明
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
み
か
け
る

こ
と
の
な
い
も
の
で
、
と
て
も
新
鮮

で
し
た
。 

込
ん
だ
話
ま
で
は
た
ど
り
つ
け
な

い
。「
自
分
一
人
で
も
、
改
め
て
話

を
聞
き
に
行
き
た
い
な
」
と
い
う
思

い
が
、「
だ
っ
た
ら
、
声
か
け
て
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
話
を
聞
け
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
な
り
、
そ
れ

が
「
先
輩
を
囲
む
会
」
と
い
う
形
に

な
り
ま
し
た
。

■
お
か
げ
さ
ま
で
、
会
に
は
毎
回
20

名
前
後
の
方
が
来
て
く
だ
さ
り
、
年

次
も
、
平
成
卒
の
若
い
皆
さ
ん
や
現

役
の
大
学
生
の
参
加
者
も
い
て
、
幅

広
い
世
代
が
集
い
ま
し
た
。
会
を
重

ね
る
ご
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら

「
い
い
企
画
だ
」
と
お
褒
め
の
言
葉

や
激
励
も
い
た
だ
い
て
い
て
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
当
初
か

ら
反
響
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
企
画
・
運
営
す

る
側
と
し
て
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。（
Ｓ
61
卒　

及
川
謙・

小
野
寺
誠
・
久
保
健
一
・
藤
澤
貢
）

〈
第
１
回
〉   

及
川
昭
伍
さ
ん

Ｓ
25
卒

元
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
理
事
長

■
日
時
：
２
０
１
７
年
９
月
16
日
㊏

■
会
場
：
文
京
区
役
所

〈
第
２
回
〉   

鈴
木
文
彦 

さ
ん

Ｓ
40
卒  

元
文
藝
春
秋
「N

um
ber

」

「
オ
ー
ル
讀
物
」
編
集
長

■
日
時
：
２
０
１
７
年
10
月
21
日
㊏

■
会
場
：
新
宿
区
戸
塚
地
域
セ
ン
タ
ー

〈
第
３
回
〉   

及
川
孝
信 

さ
ん

Ｓ
60
卒  

次
世
代
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

＆ 

ラ
ー
ニ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー Kiw

i-J-Ana Ltd. 

代
表

■
日
時
：
２
０
１
７
年
11
月
11
日
㊏

■
会
場
：
新
宿
区
戸
塚
地
域
セ
ン
タ
ー

第 1 回 先輩を囲む会

第 2 回 先輩を囲む会
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　10周年の節目を迎えた「白堊芸術祭」。家
族づれで来場されたり、会場で待ち合わせて
同期会や忘年会を企画するなど、在京白堊
人の年末の風物詩としてすっかり定着しまし
た。会員相互の新しい交流の輪を拡げる場
として、これからも多くの会員の皆様のご
出展、ご来場をお待ちしております。

「白堊芸術祭」10周年、盛大に開催

第8回

宮沢賢治朗読と
五行歌展示コーナー
●五行歌
星邦彦（だいてんち・S36 卒）
稲垣裕雄（伊奈裕・S38卒）
二宮まゆみ（ろろちち・S42卒）
山田武秋（S42卒）
村谷 尚（S54卒）
青山すみれ（白堊歌会会員）
●宮沢賢治
　「黄いろのトマト」朗読
野口田鶴子（S40卒）

◀写真五行歌展示コー
ナーの前で朗読をする
野口田鶴子さん

会場設営風景（2017.12.10）

2017 白堊芸術祭平成29年12月11日（月）〜16日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下）

12月14日、「歌の祭り」

12月16日、白堊芸術祭最終日に集まった皆さん

〈出展リスト〉

渡辺克巳さん（写真家・S35卒）のコーナー

▲西村和明（S45卒）

　〈回廊に佇む少女〉
▲福田 隆（S49卒）〈曼珠沙華〉

▲伊東明子（S50卒）

　 〈車中から…東北自動車道〉

▲三浦千波（S50卒）〈北上川 〉

▲及川昭伍（S25卒）

　 〈宇宙ー三彩花入ー〉

◀
千
葉
祐
治
（
Ｓ
41
卒
）〈
ゆ
う
や
け
空
〉

▲坂本 務（S44卒）

　 〈港町のスケートリンク〉 平野惠子▶
　 （S53卒）  
　　〈風〉
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▲村野井徹夫（S35卒）〈秋〉

▲柳内久俊（S43卒） 〈わが町・宮古〉

▲伊藤公雄（S34卒） 〈静 物〉

▲村上忠司（S32卒） 〈朝 練〉

▲橋本時浩（S53卒）  〈珊瑚島〉

▲柏木宣郎（S36卒）

　 〈安曇野・初夏の清流〉

▲森 豊彦（S40卒）   〈二刀流〉

▲古座野郁子（S32卒） 
  〈「里山ガーデン」横浜.ズーラシア〉

▲及川 謙（S61卒）

     〈クロス・カントリー・ロード〉

▲佐々木美枝子  （S43卒）   

　 〈花の女王〉

▶
牧 

洋
一
（
Ｓ
56
卒
）

　

 〈
晩
秋
の
霧
ヶ
峰 

～ 

　 

北
ア
ル
プ
ス
を
臨
む
〉

▲菊池雅子 （S44卒）〈誓いの日〉

▲南舘英孝（S36卒）

    〈落葉の辻公園〉

◀間瀬隆男（S36卒） 

   〈和＆和而不流〉

▲藤原則子（S51卒）〈スノーベリー〉
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▲馬場 信（S41卒）

　 〈雲海に沈む羅臼と国後島〉

▲渡辺克巳（S36卒）  
　 〈新宿（人物） 宣伝マン　
     1968年撮影 〉

▲戸田忠祐（S20卒）  
　 〈原爆遺産   ケロイド ドーム1 〉

▲吉田春雄（S38卒）  
　〈慕 情〉

▲紀 章（S56卒）

　 〈Donald's Air Force One〉

▲村谷 尚（S54卒）

   〈万葉異聞〉

▲佐々木宏文（S58卒）  〈無 題〉

▲戸田 純（S48卒）

    〈cat cat cat〉

▲小原隆史（S41卒） 〈晩秋の造形〉

▲玉澤健児（S43卒） 

　〈タイ・シミラン諸島沖のマンタ〉

▲菊池輝彦（S38卒）  〈晩秋の不来方城〉

▲畠 順一郎（S41卒） 

〈古希同窓会キャンプテント前の演奏会〉

◀戸澤 聰（S40卒） 

   〈甲子園〉

〈五行歌コーナー〉

▲伊藤 総 （S55卒）

    〈ウェルカムボード〉
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▼水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART2017〉

▲及川宣幸（S42卒）

　〈空ーブラックホールでもあり
　ホワイトホールでもある〉

▲八重樫誠司（S53卒）〈Red window〉

▲岸田百合子（S32卒） 

 　〈ナマケモノ ３態〉
▲毛利洋子（S41卒） 〈心の歌〉

▲武田夏実 
　 （武田素虹・S53 卒）

   〈愛〜 Love with
　　　my heart 〜〉

▲三浦千江美
　（S53卒）

   〈積愛成福〉

◀
國
分
智
子
（
Ｓ
32
卒
）

  〈
風
信
帖 

空
海
〉

▲晴山 康夫（S45卒）〈竹〉

◀
淺
沼
榮
一
（
淺
沼
一
道
・
Ｓ
27
卒
）

  〈
敬
業
楽
群
〉

◀
佐
藤
法
雄
（
佐
藤
容
齋
・
Ｓ
50
卒
）

  

〈
龍
翔
鳳
舞
〉

▲坂上洋子
   （綾華・S40卒）  

　 〈春と修羅〉
▲辻田よね子
　 （辻 やのか・S55卒）　 　
　 〈Snow Blanket〉

田部井恭子 （S34卒） ▶
 〈バッグ＆マフラー〉

牧 理惠子▶
　  （S56卒）

  〈大海の〉

▲宮野谷 篤（S53卒）  〈鳥羽の朝焼け〉

▲坂本美枝子（S45卒）

     〈クリスマス飾り〉

◀藤澤 貢（S61卒）

 〈写日記 - 2017 -〉
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ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

（
※
２
面
か
ら
続
く
）

　

Ｎ
Ｚ
の
教
育
改
革
は
１
９
８
９

年
、
財
政
危
機
に
背
中
を
押
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
そ
う
で

す
。Changeable

（
変
革
可
能
）

でFlexible
（
柔
軟
）な
学
校
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
道
筋
は
、
驚
く
べ

き
も
の
で
し
た
。
と
り
わ
け
子
を

持
つ
親
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
、

か
な
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
魅
力

的
な
も
の
に
映
っ
た
よ
う
で
し
た
。                  

�

（
久
保
健
一
） 

 　

日
本
銀
行
理
事
と
し
て
日
本
の

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
尽
力
さ

れ
る
傍
ら
、
多
彩
な
ご
趣
味
を
お
持

ち
で
、
多
方
面
に
わ
た
る
お
話
は
聴

衆
を
惹
き
つ
け
て
あ
っ
と
い
う
間

の
１
時
間
で
し
た
。 

▼
第
１
部
：
日
本
銀
行
で
の
お
仕
事 

　

日
本
銀
行
が
金
融
シ
ス
テ
ム
の
な

か
で
果
た
し
て
い
る
役
割
や
、
そ
の

な
か
で
宮
野
谷
さ
ん
が
キ
ャ
リ
ア
を

通
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
第
２
部
：
釜
石
で
の
子
供
時
代 

　

釜
石
の
海
岸
の
情
景
が
目
に
浮

か
ぶ
お
話
で
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
悪
さ

（
？
）
な
ど
他
方
面
に
興
味
の
幅
を

広
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
第
３
部
：
一
高
生
活 

　

釜
石
二
中
か
ら
一
高
に
入
っ
た

と
き
の
驚
き
は
私
も
大
い
に
共
感

し
ま
し
た
。
重
量
挙
部
で
の
新
人
戦

優
勝
や
練
習
に
励
ん
だ
活
動
秘
話

は
、
聴
衆
一
同
、
部
は
違
え
ど
ど
こ

か
懐
か
し
さ
を
覚
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▼
第
４
部
：
趣
味
の
世
界 

　

仕
事
人
間
だ
っ
た
宮
野
谷
さ
ん

が
、
趣
味
の
世
界
に
入
り
は
じ
め
た

の
は
日
銀
Ｎ
Ｙ
事
務
所
勤
務
の
頃

で
す
。
修
理
、
庭
い
じ
り
何
で
も
で

き
る
隣
の
家
の
お
じ
さ
ん
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

●
三
浦
千
波
さ
ん（
Ｓ
50
卒
）の
カ
バ
ー

絵
で
、
石
川
啄
木
の
歌
集
『
一
握
の
砂
』

『
悲
し
き
玩
具
』
の
文
庫
判
が
桜
出
版
か

ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
装
丁
の
啄

木
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み

下
さ
い
。

第 3 回 先輩を囲む会

第 4 回 先輩を囲む会

始
め
ま
し
た
。
以
後
、
多
彩
な
趣
味

の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。

　

宮
野
谷
さ
ん
と
今
回
の
囲
む
会

を
通
じ
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
見
本

の
よ
う
な
方
な
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
印
象
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
楽

し
い
」。
多
方
面
に
興
味
を
も
ち
、

そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
行
動
に
移
す
。
楽

し
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な

が
り
、
生
き
が
い
に
も
な
る
。
宮
野

谷
さ
ん
を
目
標
に
し
た
い
な
ぁ
、
と

思
っ
た
面
々
も
少
な
く
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
小
野
寺
誠
）

 　

多
く
の
政
治
家
を
輩
出
す
る
「
日

本
政
策
学
校
」
の
学
長
、
多
摩
大
学

大
学
院
特
任
教
授
な
ど
多
彩
な
肩

書
を
持
つ
金
野
さ
ん
。
今
回
は
、
代

表
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ

ド
テ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル
」
が
取

り
組
む
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
平
和
実
現
」
構
想

を
テ
ー
マ
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

話
は
さ
ら
に
、「
日
本
人
は
、
世
界

を
よ
く
す
る
た
め
、
ど
ん
な
特
性
を

発
揮
す
べ
き
か
」
や
「
Ａ
Ｉ
革
命
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
ま
で
広
が
っ
て

い
き
、
さ
ら
に
知
的
興
奮
に
満
ち
た

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

話
題
は
、「
世
界
の
紛
争
・
飢
餓

を
な
く
す
試
み
」
か
ら
、
来
る
べ
き

未
来
を
我
々
は
ど
う
生
き
抜
い
て

い
け
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
広
が
り
、
そ
の
後
、
場
所
を
変

え
て
行
っ
た
懇
親
会
ま
で
、
白
熱
し

た
議
論
が
続
い
て
い
き
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
金
野
さ
ん
か
ら
、「
エ

ド
テ
ッ
ク・グ
ロ
ー
バ
ル
」
が
近
く
、

学
校
運
営
に
関
係
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ

と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
「
囲
む
会
」
で
は
、

カ
ゼ
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た

２
人
が
「
ビ
デ
オ
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ

ト
」
を
活
用
し
て
、
自
宅
か
ら
金
野

さ
ん
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
時
代

の
動
き
の
速
さ
を
肌
で
感
じ
る
会

に
な
り
ま
し
た
。�

　
（
久
保
健
一
）

〈
第
４
回
〉   

宮
野
谷
篤
さ
ん

Ｓ
53
卒

日
本
銀
行
理
事

■
日
時
：
２
０
１
７
年
12
月
２
日
㊏

■
会
場
：
新
宿
区
戸
塚
地
域
セ
ン
タ
ー

〈
第
５
回
〉   

金
野
索
一
さ
ん

Ｓ
59
卒 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
ド
テ
ッ
ク・グ
ロ
ー

バ
ル
」
代
表
理
事
、日
本
政
策
学
校
学
長

■
日
時
：
２
０
１
８
年
１
月
20
日
㊏

■
会
場
：
文
京
区
肥
後
細
川
庭
園
松
聲
閣

「
レ
ディ
ス
会
」参
加
者
募
集

　

第
14
回 

「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
」

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
： 

平
成
30
年
６
月
23
日
（
土
）

受
付
： 

11
：
30
よ
り

開
始
： 

12
：
00
～
14
：
00

場
所
：
Ｓｕｎ-

ｍ
ｉ（
サ
ン
ミ
）高
松
本
店

中
央
区
銀
座
６-

３-

９

（
電
話
０
３-

５
５
６
８-

３
３
０
０
）

ア
ク
セ
ス
： 

地
下
鉄
銀
座
駅　

徒

歩
２
分
（
Ｃ
２ 

出
口
）

会
費
：
５
千
円

※
ゲ
ス
ト
未
定
。
詳
細
は
追
っ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）

第
14
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

６
月
23
日（
土
）
開
催

啄木の意図に沿った１頁２
首、見開き４首の読みやすい
体裁。各1,000円＋税。楽天
などネットで購入できます。

第 5 回 先輩を囲む会

〈三浦千波さんのカバー絵の文庫判啄木歌集〉
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「
ゴ
ル
フ
大
会
」参
加
者
募
集

平
成
30
年
10
月
19
日
㈮

第
16
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

「第18 回歌の祭り」（2018 年 2 月11 日（日）  

「第15 回在京白堊会ゴルフ大会」（2017年10月20日）

第5回在京白堊メディカルクラブ総会
2018 年3月３日、東京ドームホテルにて

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

第
19
回
「
歌
の
祭
り
」

平
成
30
年
８
月
５
日
㈰
開
催

　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
歌
唱
を
楽
し
む
趣
旨
で
す
。
50

年
代
卒
、
60
年
代
卒
の
皆
様
も
ふ

る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
平
成
30
年
８
月
５
日
㈰

受
付
開
始
：
11
時
30
分

開
演
：
12
時
〜
17
時

会
場
：
笹
塚
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」　

m
usic and chinese tea 

渋
谷
区
笹
塚
１
Ｉ
61
Ｉ
８

電
話
：
03
Ｉ
３
３
１
９
Ｉ
２
６
４
９

会
費
：
５
千
円
（
食
事
代
３
８
０
０

円
＋
飲
み
物
代
１
２
０
０
円
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
一
人
２
曲
以
内

申
し
込
み
先
：
41
年
卒　

高
橋
利

宏
〒
１
７
４
Ｉ
０
０
６
４ 

板
橋
区

中
台
３
Ｉ
27
Ｉ
Ｇ
Ｉ
８
０
１　

電
話 

０
９
０
Ｉ
６
４
７
６
Ｉ
７
１
０
９

M
ail

：toshi.takahashi@
i.softbank.jp

締
切
：
２
０
１
８
年
６
月
20
日
㈬

●
第
18
回
「
歌
の
祭
り
」
開
催
報
告

　

平
成
30
年
２
月
11
日
（
日
）、
第

18
回
歌
の
祭
り
は
25
名
（
伴
奏
者

含
む
）
が
参
加
し
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
。
各
自
新
曲
を
披
露
し
、
歌
の

醍
醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
セ

ル
フ
（
キ
ャ
デ
イ
な
し
）
組
も
構
成

し
、
プ
レ
イ
代
の
減
額
を
考
え
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
：
平
成
30
年
10
月
19
日
㈮

平
成
30
年
10
月
10
日
㈬

岩
手
県
人
連
合
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

場
所
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ケ
崎

募
集
組
数
： 

10
組
予
約
済
（
昨
年

は
25
名
参
加
）

※
今
年
は
セ
ル
フ
組
と
キ
ャ
デ
イ

付
組
の
募
集
を
行
い
ま
す
。そ
の
他
、

実
施
要
領
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ
。
次

号
会
報
で
も
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
第
15
回「
ゴ
ル
フ
大
会
」結
果
報
告

　

年
次
対
抗
戦
優
勝
は
混
成
チ
ー

ム
（
Ｓ
20
卒・鈴
木
昭
久
、
Ｓ
36
卒・

金
山
文
彦
、
Ｓ
36
卒
・
間
瀬
隆
男
、

Ｓ
50
卒
・
千
葉
愛
一
郎
）、
個
人
戦

優
勝
は
千
葉
愛
一
郎
さ
ん
で
し
た
。

　

岩
手
県
人
連
合
会
は
、約
70
の
在

京
ふ
る
さ
と
団
体
や
同
窓
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
在
京
白
堊
会

か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
す
。（
活
動

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

日
時
：
平
成
30
年
10
月
10
日
㈬

場
所
：
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

あ

や
め
コ
ー
ス　
（
千
葉
県　

野
田
市
）

募
集
組
数
： 

１
６
０
名
、
個
人
戦
、

団
体
戦
（
団
体
戦
は
、
４
名
１
組
で

在
京
白
堊
会
と
し
て
何
組
で
も
参

加
可
能
で
す
）

参
加
費
： 

１
万
８
０
０
０
円
程
度

（
プ
レ
ー
費
＋
参
加
費
）

※
在
京
白
堊
会
で
ま
と
め
て
申
し

込
み
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
戸

田
純
（
Ｓ
48
卒
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

電
話
０
９
０
Ｉ
４
６
６
６
Ｉ
８
４
３
６

M
ail

：toda@
ken-kukan.co.jp

第
５
回
総
会
を
開
催

Ｈ
30
年
３
月
３
日
㈯

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ    

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
は

平
成
30
年
３
月
３
日
㈯
、第
５
回
総

会
を
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
第
一
部
は
太
田

睡
眠
科
学
セ
ン
タ
ー
長
の
千
葉
伸

太
郎
さ
ん
（
Ｓ
55
卒
）
が
「
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
に
対
す
る
治
療
～

N
asal-CPA

P

療
法
の
実
際
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
第
二
部
は
日
本

に
お
け
る
医
療
連
携
の
実
態
と
課

題
を
テ
ー
マ
に
厚
生
労
働
省
医
政

局
長
の
武
田
俊
彦
さ
ん
（
Ｓ
53
卒
）、

慈
恵
会
医
科
大
学
患
者
支
援
・
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー
長
の
石
川
智
久
さ

ん（
Ｓ
56
卒
）、東
京
医
科
歯
科
大
学

医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
泉

山
肇
さ
ん
（
Ｓ
58
卒
）
の
３
名
が
講

演
。
過
去
最
多
の
38
名
が
参
加
し
、

総
会
の
後
、
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
総
会
の
詳
細
は
「
ｅ
在
京

白
堊
会
」
サ
イ
ト
で
情
報
を
更
新
し

て
い
き
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

医
療
関
係
業
務
に
携
わ
る
在
京
白

堊
会
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

　

�

志
和
成
紀
（
Ｓ
58
卒
）

�

國
本　

聡
（
Ｓ
57
卒
）

白
堊
歌
会

編
集
後
記

「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」

い
つ
で
も
投
稿
で
き
ま
す

　

白
堊
歌
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
へ
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
ｅ
在
京
白
堊
会
」
の
「
白
堊
歌
会

の
部
屋
」か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

昭
和
43
年（
１
９
６
８
）の
母
校
硬

式
野
球
部
甲
子
園
出
場
を
機
に
、

翌
昭
和
44
年
設
立
さ
れ
た
在
京
白

堊
会
は
今
年
、
第
50
回
総
会
を
迎

え
ま
す
。同
窓
会
活
動
は
現
在
ど
こ

も
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
今
秋
発
行
予
定
の
「
在

京
白
堊
会
50
年
史
」
は
、
創
立
半

世
紀
を
経
て
そ
の
原
点
を
見
つ
め
直

し
、
新
し
い
息
吹
を
も
た
ら
す
道
標

と
な
る
で
し
ょ
う
。
温
故
知
新
は
革

新
の
最
大
の
力
。今
回
エ
ッ
セ
イ
を

募
集
し
ま
す
が
（
第
一
面
下
参
照
）、

在
京
白
堊
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に

向
け
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｙ
）
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